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資料５



従来のプル型からプッシュ型サービスへの転換
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プル型
(申請・窓口主義)

プッシュ型
(DX・伴走主義)

国民

データ連携＆自治体間の連携

国民

医療機関 窓口A 保育・教育機関窓口B

個々人がそれぞれ必要な事は、それぞれのタイミングで自らが申請

①出産

役所

②保育

サービス側で先回りして適切に情報連携し、国民にプッシュでアプローチ

医療機関 自治体A 保育・教育機関自治体B

①出産 ②保育先回りして
アプローチ

先回りして
アプローチ

自らが申請 自らが申請

申請 申請



住民の移動を前提としたデジタル化の構造
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婚活 結婚 妊娠 出産 / 周産期医療 保育・子育て

A市

B市

C市

D市

① ① ① ①

②

②

②

①住民と自治体の接点デジタル化
子育て支援アプリ/SNSなど

居住自治体
の変化

住民の
ジャーニー

各医療機関
の受診 ○産婦人科クリニック

②自治体間連携のデジタル化
自治体間の個人情報連携

③健診・診療情報などの行政データ連携
全国医療情報プラットフォームとの連携

△病院 □小児科

③ ③ ③



（参考）健診・診療情報などの行政データ連携
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医療DXとして政府が推進する全保険診療機関での診療情報、自治体実施の予防接種・健診情報などのプラット
フォーム構築に合わせて、自治体へデータ連携することで、先回りしたプッシュ型伴走支援を可能にする

医療DX推進本部会議資料（令和4年11月24日）より抜粋
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/iryou_dx_suishin/index.html

電子カルテからは3文書6情報の共有が実現する見込みだが、情報種類が限定的で、
今後情報項目の拡大、同意取得方法、想定される行政手続きについての整理など
こども行政の立場から積極的に関与していくいく必要があるだろう


